
製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

中圧Ａ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ３５Ａ１５ ガバナ機能

ＶＧＵ３５A１５中圧A用ガス遮断制御システムは、
中圧A供給される圧力０．３～１．０ＭＰａの都市ガ
ス、天然ガス、ＬＰＧの遮断、整圧、燃焼量制御を目
的として開発されたバルブシステムです。

VGU３５A１５を使用することによりボイラー、冷凍
機、工業炉等における中圧A供給ガス配管のコン
パクト化及びコストダウンを可能にします。

従来、中圧A供給のガスを遮断して制御する場合
には基本的に次の機器が必要となっておりました。

区分バルブ→ストレーナ→元圧ゲージ→ガス圧ス
イッチ（低）→一次遮断弁→二次遮断弁→ガバナ

→ガス圧スイッチ（高）→バタフライ弁→バーナコッ
ク

これらの機器類の手配、組立、検査等に要するコ
スト及び必要とする装備空間は装置全体のコスト
のかなりの部分を占めている場合があります。

ＶＧＵ３５A１５システムは全長４０ｃｍ内に中圧A供給の遮断、整圧（ガバナ）制御及びその他必要な附属
装備が効率よく複合化されていますので、コストダウンを容易にします。

VGU３５A１５には下記の機能特長を備えております。

◆中圧Aガス配管のコンパクト化

◆ガスの二重遮断機能

◆圧力制御ガバナ（整圧）機能

◆全閉確認スイッチ

◆ ストレーナ

◆元圧力計

◆パイロット配管接続口

◆バルブ開度表示

概要

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－１／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

注意事項

注意事項

設置時の注意事項

低圧・中間圧供給用の遮断バルブにつきましては
ＳＫＰ７５，５５，２５，１５の資料をご参照ねがいます。 ※記載内容は予告なしに変更させていただく場合

がありますので、あらかじめ御了承ください。

死傷事故や装置の損傷を防止する為、下記の事項は必ず厳守願います。

◆破損したり、改造したアクチェータは絶対使用しないこと！
◆電気の配線を変更したり、交換する場合には制御盤の主電源を必ずＯＦＦにしてから作業を行うこと！
◆爆発などの危険を除去する為の安全装置や配線、導圧管の確認を必ず実施してから運転を行うこと！
◆アクチェータはバルブボディより外して通電すると全開時に内部のシール部が破損します。
アクチェータ単体での通電は絶対行わないこと！

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

－バルブ全体の取付姿勢を厳守願います。

－機器は屋内に設置願います。
－本システムは一般のガバナと同様にバルブボディにより最小制御ガス量特性があります。
本資料に記載されております「最小制御ガス流量」をご確認ねがいます。

－導圧管の内径は６ｍｍ以上の製品を使用して下さい。

－導圧管からアクチェータＳＫＪ×５に加わる圧力は仕様書に記載されている圧力以内になるように

設定して下さい。

－ガス側の導圧管はガスバルブから配管口径の５ｄ以上離れた乱流影響の無い場所から取り出して下さい。

－アクチェータに接続する各差圧を検出する導圧管は乱流影響の無い場所から取り出して下さい。

－導圧管は配管やダクトの中に飛び出さないように注意して下さい。

－すべての導圧管は負荷の変動に対して速やかに反応できる場所に取り付けて下さい。

ＳＪ００００６７６－２／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＶＧＵ３５Ａ１５ 外形図

ＶＧＵ３５Ａ
外形

本システムは主にＯＮ－ＯＦＦ制御又はバタフライ弁とリンケージをＶＧＵ３５A１５の他に使用したＨＩ－ＬＯ制御、
比例制御システムで使用します。
ＶＧＵ３５A１５の下流側にはガバナ機能を有したアクチェータが装備され、従来の中圧用のガバナは不要となり
ます。
本システムは０.１～１５０kPaまで幅広くガバナの設定を行うことが可能です。
一般のガバナの整圧精度は１０～１５％ですが、ＳＫＪ３５は油圧サーボ式ですので、５％以内の精度となります。
又一般のガバナでは取付方向に制限が有りますが、本システムでは水平より下向き以外自由です。

◆ ガス圧制御用バルブシートと燃焼量制御用弁が同一の弁ですので、配管の圧力損が減少します。
（従来別途発生していたガバナ圧力損をゼロとして計算できます。）
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ガス二次圧設定口

ガス二次圧導圧管接続口  (Rp1/4)

検圧用プラグ(G1/4) 

元圧力計

パイロット取り出しプラグ(G1/2)

上流側遮断弁ボディ

名称

上流側アクチェータ

No,

SKJ15

備考・型式

VGJ10

下流側遮断弁ボディ

下流側アクチェータ SKJ35

VGJ10

下流側開度インジケータ

1.0MPa

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－３／３０
2010.04.09
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製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＶＧＵ３５Ａ１５外形寸法図

ＶＧＵ３５Ａ１５
寸法図

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－４／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

流量と差圧の計算

VGU３５A１５のユニットでの差圧と流量を求めるには下記公式を使用します。

（１） 比重ｄｖのガスをＱＧ（ｍ３／ｈ）流した場合の差圧△Ｐ（ｋＰａ）を求める。
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⎥
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⎡

×××
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１
Ｐｉｎ＋０．１１０

Ｑ
ΔＰ＝

ｄｖ ： ガス比重（空気＝１．０）

Ｐｉｎ： 元圧（ＭＰａ）

△Ｐ ： 差圧（ｋＰａ）

ＱＧ ： ガス流量（ｍ３Ｎ／Ｈ）

（２）差圧△Ｐ（ｋＰａ）の時、比重ｄｖのガスが流れる流量ＱＧ（ｍ３Ｎ／ｈ）を求める。

5.3××∆××
ｄｖ

１
ＰＰｉｎ＋０．１ＱＧ＝１０

ガス種

発熱量

(ＭＪ／m３N)
比重

（空気：1.0)
１３Ａ 46.047 0.64-0.65
６Ａ 29.302 1.22
６Ｂ 20.93 0.55-0.68
６Ｃ 18.837 0.5-0.62

プロパン 101.302 1.55
ｎ－ブタン 133.954 2.09

流量・差圧計算

ガス発熱量と比重

８．１７．５６．０

6B・6C（比重＝0.55）13A（比重＝0.65）空気（比重＝１）

最小制御流量（Ｎｍ３／ｈ）

＊最少制御流量について
VGU３５A１５では最少制御流量が下記の表のようになっております。
この流量以下ではハンチングが発生し、制御が出来なくなりますのでご注意願います。

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－５／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

空気よりガスへの換算

ｆ：換算率

ｄｖ：ガス比重

ＱＡ：空気流量 ｍ３Ｎ／ｈ

ＱＧ：ガス流量 ｍ３Ｎ／ｈ

ガス種

発熱量

(ＭＪ／m３N)
比重

（空気：1.0)
１３Ａ 46.047 0.64-0.65
６Ａ 29.302 1.22
６Ｂ 20.93 0.55-0.68
６Ｃ 18.837 0.5-0.62

プロパン 101.302 1.55
ｎ－ブタン 133.954 20.9
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dv
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=
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流量差圧グラフ
（０．５ＭＰａ）

VGU A 流量差圧特性　（0.5ＭＰａ供給時）
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ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－６／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

型式選定

ＶＧＵ・・システムの機能及び附属機器の仕様を次項 ＳＪ００００６７６－８／２９

「仕様型式選定表」により決定します。

型式例 ＶＧＵ１５Ａ１５Ｒ－１００Ｖ

ＶＧＵ１５Ａ１５ＬＧ－２００Ｖ

ＶＧＵ３５Ａ１５ＲＧ－２００Ｖ

ＶＧＵ３５Ａ１５Ｌ－１００Ｖ

次の各項目については全ての組合せに対して共通な仕様となります。

上流側・下流側ともにバルブボディ内の入口側にストレーナーが装備されます。
上流側：４０メッシュ
下流側：４０メッシュ

アクチェータ

次項 ＳＪ００００６７６－８／２９の項目Ａにて選定される下流側アクチェータには閉確認スイッチが装
備されています。
上流側の遮断バルブ動作はスローオープン・クイックシャットで、閉確認スイッチはつきません。

バルブボディ

接続は上流側・下流側共にＪＩＳ１０Ｋ４０ＡＲＦフランジです。
パイロット配管接続用タップ（Ｇ１／２）が上流側バルブ入口側の左右に用意されています。

元圧ゲージ

指示範囲 ０－１．０ＭＰａ， φ６０ｍｍ ＪＩＳ１．５級上流側のバルブ出口側に接続されます。

ストレーナ

型式選定

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－７／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

仕様型式選定表

項目 機能・機器 仕様 記号

ＯＮ－ＯＦＦ制御 （ＳＫＪ１５） ＶＧＵ１５Ａ１５ １

高二次圧ガバナ制御 （ＳＫＪ３５） ＶＧＵ３５Ａ１５ ３

1.0ＭＰａ　標準仕様 Ｇ

付属無 記号無

１００Ｖ ５０／６０ Ｈｚ １００Ｖ

２００Ｖ ５０／６０ Ｈｚ ２００Ｖ

アクチェータの電源電圧Ｄ

圧力計の有無Ｃ

R

L

下流側アクチェータの機能
（二重遮断の下流側アクチェータ）

Ａ

Ｂ
右向き

左向き

元圧ゲージとアクチェータ開度表示の
取付方向 指示
 「ゲージと表示機を正面に見てガスの流れが
左から右が（R）右から左が（L）」
次項参照ＳＪ００００６７６－９／２９

型式選定表

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－８／３０
2010.04.09



Ｐ１

Ｐ１Ｐ2

ゲージとアクチェータ開度表示器を正面に見て、

ガスの流れが左→右

ゲージとアクチェータ開度表示器を正面に見て、

ガスの流れが右→左

ゲージ

アクチェータ開度表示器

アクチェータ開度表示器

ゲージ

ＶＧＵ３５Ａ１５ＲＧ－ｘ００Ｖ

ＶＧＵ３５Ａ１５ＬＧ－ｘ００Ｖ

製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

標準型式 参考

項目Ｅ

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－９／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

バルブボディ（ＶＧＪ・・）

最高使用圧力（Ｐｍａｘ） １．０ＭＰａ（中圧Ａ対応）
耐圧 １．５ＭＰａ
主要材質 ボディ ＦＣＤ４５０

ディスクシート ＮＢＲラバー
弁座 ステンレス鋼

接続 ＪＩＳ Ｂ ２２２０ １０Ｋ ４０Ａ ＲＦフランジ

内部オリフィスサイズ ＶＧＪ１０A１５ φ１５ｍｍ
流体 都市ガス、天然ガス、ＬＰＧ、空気
用途 遮断及び制御
試験圧力 弁体強度 １．５ＭＰａ （水圧）

外部もれ １．５ＭＰａ （空気）
弁もれ正方向 １．５ＭＰａ （空気）
弁もれ逆方向 ０．０２ＭＰａ （空気）

バルブストローク １７ｍｍ
動作環境周囲温度 －１０ ～ ＋６０℃
質量 １１ｋｇ
内蔵ストレーナ ４０メッシュ

取付姿勢 水平より下向き不可

ＶＧＪ仕様書・寸法図

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－１０／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＶＧＪ１０内部構造図

１ バルブステム ６ 閉止スプリング
２ ステムガイド ７ Ｏリング
３ 弁シート ８ ストレーナ
４ ディスクプロファイル ９ アクチェータ
５ 弁座プラグ １０

ＶＧＪ構造図

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－１１／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

上流側アクチェータＯＮ－ＯＦＦ制御用（ＳＫＪ１５）ＶＧＵx5Ａ15シリーズ部品番号

部品番号

電源電圧

電源周波数

消費電力

動作

駆動方式

動作時間

周囲温度

質量

構造規格

取付姿勢

補助スイッチ

通電表示インジケータ

ＳＫＪ１５Ａ１５０１ （１００Ｖ用）

ＳＫＪ１５Ａ１５０２ （２００Ｖ用）

８５～１２１ＶＡＣ （１００Ｖ用）

１８７～２６４ＶＡＣ （２００Ｖ用）

４７～６４Ｈｚ

１３．５ＶＡ 連続定格

ＯＮ－ＯＦＦ制御

油圧サーボ

全開 １７秒以内

全閉 １秒以内

－１０ ～ ＋６０℃

１．３Ｋｇ

ＩＰ ５４ （ＩＥＣ５２９による）

水平より下向き取付不可

装備無

装備有

上流側ＳＫＪ１５
仕様書

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－１２／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

上流側ＳＫＪ１５ 外形寸法図

上流側ＳＫＪ１５
外形寸法図

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－１３／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

下流側アクチェータガバナ制御用（ＳＫＪ３５） ＶＧＵ３５Ａ１５

ＳＫＪ３５
仕様書

部品番号

電源電圧

電源周波数
消費電力
動作
駆動方式
動作時間

周囲温度
質量
保護構造
二次圧調整範囲

ガバナ耐圧
導圧管接続口
導圧管サイズ
導圧管取出位置
制御精度

取付姿勢
閉確認スイッチ
閉確認スイッチ接点定格
通電表示インジケータ

ＳＫＪ３５Ａ１５１１ （１００Ｖ用）
ＳＫＪ３５Ａ１５１２ （２００Ｖ用）
８５～１２１ＶＡＣ （１００Ｖ用）
１８７～２６４ＶＡＣ （２００Ｖ用）

４７～６４Ｈｚ
１３．５ＶＡ 連続定格

ガバナ制御（高二次圧設定型）
油圧サーボ
全開 １７秒以内
全閉 １秒以内
－１０ ～ ＋６０℃

１．６３Ｋｇ
ＩＰ ５４ （ＩＥＣ５２９による）

０．２ＭＰａ
Ｒｐ１／４
内径最低６ｍｍφ以上
バルブ出口側でバーナコックより下流側のガス乱流のない所
設定値の５％以内、但しオリフィスサイズ別の最小制御流量が必要です。

水平より下向き取付不可
調整不可
接点 ４（２）Ａ ２５０Ｖ ＡＣ

装備有

塗装色 型番 設定範囲（ｋＰａ） 状態

地色 ０．１～１２ 納入時に装着
黄色 ＡＧＡ２２ １０～７０ 納品時同梱
赤色 ＡＧＡ２３ ６０～１５０ 納品時同梱

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－１４／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＪ３５ 外形寸法図

Pressure
test point

Rp1/4

1
6
7.
8

36

7
4

8
3

74

7
4

87

1
67
.8 2
07
.3

22
0.
8

2
01
.8

86

148.1

Rp1/4

ＳＫＪ３５
外形寸法図

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－１５／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

元圧力計

5
8

1
6

φ
6
4

30

10.5

□14

型式

目盛指示範囲

精 度

圧力検出方式

接続

主要材質

重量

ＰＧ６０－０１Ｐ

０～１．０ MPa

ＪＩＳ １．６級

ブルドン管式

Ｒ１／４

ブルドン管 ： 黄銅管

ケース ： 銅板クロームメッキ

窓 ： ガラス板

１５０ｇ

元圧力計

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－１６／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＶＧＵ３５A１５ 計装例

ＶＧＵ３５Ａ１５
計装例

本計装例は燃焼量を比例制御又はＨＩ－ＬＯ制御する場合に機械式リンゲージ機構により空気量とガス量
をバランスさせる場合です。元圧はＶＧＵの下流側バルブＭＶ２のバルブ開度により、バタフライ弁ＢＶへ
の設定圧力に整圧されます。

下流側アクチェータＡ２はガバナの機能を有するＳＫＪ３５Ａ１５です。 ＳＫＪ３５Ａ１５には、一般のガバナ同

様二次圧設定用スプリングが装備されています。又、ＳＫＪ３５Ａ１５への圧力フィードバック導圧管Ｇは
バーナコックＶＢＣの下流側でバタフライ弁ＢＶの上流側へ接続します。尚、パイロット配管は省略してあり
ます。

記号 名称 型番 メーカ・備考

VGU-A 中圧Ａ用バルブユニット VGU35A15 シーメンス

SQ エアダンパ・コントロールモータ SQM,N シーメンス
AD エアダンパ （バタフライ弁） -
APL 空気圧力スイッチ （低） GW  A6/S デュングス
GPL ガス圧力スイッチ （低） GW 6000A4 ＶＧＵオプション
GPH ガス圧力スイッチ （高） GW  A6/S ＶＧＵオプション
MV1 上流側バルブ VGJ15A15 ＶＧＵ構成品
A1 上流側アクチュエータ SKJ15A15 ＶＧＵ構成品
MV2 下流側バルブ VGJ15A15 ＶＧＵ構成品
A2 下流側アクチュエータ SKJ35A15 ＶＧＵ構成品
VMC 元コック・区分バルブ -
VBC バーナコック -
BF 送風機 -

ＢＦＡＩＲ

ＳＱＡＰＬ

ＧＰＨ

ＶＢＣ

ＭＶ2 ＭＶ１

Ａ2 Ａ１

ＶＭＣ
ＧＡＳ

Ｇ

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－１７／３０
2010.04.09



ＳＫＪ３５
ｱｸﾁｪｰﾀ内部断面図

基本動作

調量ボールバルブ１０

ストレーナ１１

バルブディスク１２

調整スプリング９

バルブステム１３

バルブシール１４

閉確認スイッチ８

ソレノイド弁７

閉止スプリング６

ピストン（ステム）５

油圧発生室４

オイル封入シリンダー

（駆動油保持室）

３

電気振動式ポンプ２

駆動部ユニット１

製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

アクチェータ内部断面図

②バルブボディ
ＶＧＪ１０はガス会社三社による「中圧ガス消費機器における燃焼用設備のガス配管基準」に基づいた

機器です。

取扱上の注意事項

●アクチェータをバルブボディから外した状態で絶対に通電しないで下さい。

①アクチェータ

液動式アクチェータはオイル封入のシリンダー、電気振動式ポンプ、ピストン、ソレノイド弁によって
構成されます。
ソレノイド弁はポンプと並列にシリンダの上部と下部のバイパス部にあり、バルブが閉の状態では
ソレノイド弁は開と なっています。
シリンダーの内部にはシール・リングがあり、これによってピストンの上下運動をガイドします。
ピストン下部にはロッドが連結されており、ロッドはピストンの上下運動をバルブステムに伝達します。
バルブは、開度インジケータと通電表示ランプにて外部より確認出来ます。

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－１８／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

アクチェータ本体ＳＫＪ３５動作

ＳＫＪ３５動作説明

ガバナは操作ダイヤフラム、安全ダイヤフラム、調整スプリング、及び調量ボール・バルブ・レバーにより
構成されています。

圧力調整範囲は０.１～１２kPa（地色スプリング／標準）１０～８５ｋＰａ（黄色スプリング／付属）又は
７０～１５０ｋＰａ（赤色スプリング／附属）となります。

ガス圧導入管の配管への接続位置はバーナコックの下流側となります。

導圧管の接続口は１／４“です。

ガバナの耐圧は０．２ＭＰａです。

ガバナ・ハウジングはアルミ・ダイカスト、操作ダイヤフラムはＮＢＲで、二重ダイヤフラム構造です。

バルブ出口側のガス圧は導圧管によりアクチェータ上部へ取付けられているガバナのダイアフラム室へ
導かれます。
ダイアフラムの位置はレバーによりピストンの上部と下部を連結しているバイパス回路にある調量ボール
バルブへ伝達されます。

バルブ出口側の圧力が設定圧力より低い時は、調量ボール・バルブはバイパス回路を閉とし、
ピストンをバルブ開方向へ移動させます。

バルブ出口側の圧力が設定圧力より高い時は、調量ボール・バルブはバイパス回路を開とし、
ピストンをバルブ閉方向へ移動させます。

ガバナの設定圧力と実際のガス圧が同一なった場合は、ポンプを通過する油量と調量ボールバルブに
よって制御されるバイパス回路を通過する油糧が同量となり、ピストンの位置は静止します。

以上の様に制御されるガス圧は流量や圧力の変化に対し、すばやく追従し、安定した二次圧を確保します。

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－１９／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

アクチェータＳＫＪ３５のガバナ圧力設定方法

ＳＫＪ３５
ガバナ設定方法

シールボルト（Ｄ）を外します。

圧力設定ネジ（Ｅ）により二次圧力を設定します。時計方向で圧力は上昇し、反時計方向で降下します。
圧力設定ネジ（Ｅ）は手前に緩めすぎますと二次圧が発生しなくなりますのでご注意願います。

標準出荷状態では、スプリング（Ｆ）は０．１～１２ＫＰａ（地色）が装備されています。二次圧力を１０～８５Ｋ
Ｐａに設定する場合は付属の黄色スプリングを、 ７０～１５０ＫＰａに設定する場合は附属の赤色のスプリン

グと交換してください。

スプリングの交換はネジ（Ｅ）を緩めて外し、中のスプリングを取り出してから新しいスプリングを入れて、再
度ネジ（Ｅ）を捩じ込んでください。

圧力設定後は一度バルブを閉とし、再度開とし設定を確認します。設定確認後は必ずシールボルト（Ｄ）を
取り付けてください。

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－２０／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

電気配線関係

閉確認スイッチ無しタイプ詳細

※上流側ＳＫＪ１５Ａ１５０＊のみ

閉確認リミットスイッチ付きタイプ詳細

電源側コネクタ取付部 電源側コネクタ取付部

閉確認スイッチコネクタ取付部

コネクタ固定メスネジ

締め付けトルク０．４Ｎm

コネクタ固定メスネジ

締め付けトルク０．４Ｎm

電源側コネクタ

型式：０４６１１０００

備考：ツバ無し

黒色

閉確認スイッチコネクタ

型式：０４６１０００Ｍ

備考：ツバ有り

グレー

ＳＫＪ電気配線関係

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－２１／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

液動式遮断弁SKPx5/SKJx5 結線上の注意

１．コネクタ固定ねじを引き抜きます。

２．ターミナル切欠き箇所に小型のマイナスドライバー等を差込み、

ターミナルをこじあけ、コネクタハウジングよりターミナルを

取り外します。

（過度の力をかけないで下さい、破損する恐れがあります。）

３．ケーブルグランド － ワッシャ － ガスケット － コネクタハウジング

の順で配線ケーブルを差込み、結線方法に従い、ターミナルの

端子へ固定してください。

（ターミナルの締付トルクは最大０．５Ｎ・ｍです）

４．結線後ターミナルをコネクタハウジングに差し込みます。

ターミナルは４方向に組付けることが可能です。

組付け時に“カチッ”と音がなります。

５．ターミナルの端子へ固定後、ケーブルグランドを締めて、

固定して下さい。

コネクタ固定ねじ
締め付けトルク０．４Ｎ・m（MAX）

ワッシャ

ケーブルグランド

パッキン
（アクチェータ装着済み）

ターミナル
締め付けトルク
０．５Ｎ・m（MAX）

ガスケット

コネクタ ハウジング

■コネクタ結線要領

切欠き箇所
■コネクタ組付け要領

１．パッキンをアクチェータ側へ差し込みます。

２．コネクタを差し込みます。

３．コネクタ固定ねじでアクチェータとコネクタを固定します。

推奨締めつけトルクは最大０．４Ｎ・ｍです。

（適正量はおおむね６回転程度の締め込みです）

過度のトルクをかけるとコネクタ取り付け用のインサートねじ

が破損します。

3

1

2
N L

21
3

閉確認スイッチ(選択)電源側

コネクタ締付トルク:0.4N・m (Max)

Max0.4N・m

結線上の注意

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－２２／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

電源側コネクタ及び配線図

電源側 配線接続

遮断弁への配線は必ずバーナコントローラ、
燃焼安全制御機器の遮断弁端子より直接配
線して下さい。電源より補助リレー等を介して
動作させることは避けてください。
制御回路の電位側，接地側を確認してから使
用願います。

電気配線は電気容量に余裕を持った、屋内配
線規定に基づいた線材を使用すること。

コネクタ部のネジは必ず締めて下さい。

電線管を使用して配線する場合は，ＣＴＣ１９
電線管アダプタをコネクタに装着が可能です。
（製品コード４１５１００４０）

コネクタ外観図 コネクタ組み立て要領図

端子配線図

電源側ｺﾈｸﾀ
及び配線図

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－２３／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

閉確認スイッチコネクタ及び配線図

閉確認スイッチ 配線接続

電気配線は電気容量に余裕を持った、屋内配
線規定に基づいた線材を使用すること。

コネクタ部のネジは必ず締めて下さい。

電線管を使用して配線する場合は，ＣＴＣ１９
電線管アダプタをコネクタに装着が可能です。
（製品コード４１５１００４０）

コネクタ外観図

コネクタ組み立て要領図

Ａ

Ｍ20×1.5

端子配線図

内部配線図

閉確認ｽｲｯﾁｺﾈｸﾀ
及び配線図

（遮断弁“閉”時）

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－２４／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

Ｍ２０－ＣＴＣ１９変換コネクタ (オプション)

15
.4

材質 ： 黄銅

Ｍ２０－ＣＴＣ１９変換
コネクタ（オプション）

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－２５／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

電源中継用コネクタ ＡＧＡ６８（オプション）

ＰＧ９

□27

□33.5

電源中継コネクタ
ＡＧＡ６８

付属品 ガスケット

目的 ＳＫＰ／ＳＫＪ Ｘ５シリーズの電源を分岐するための中継コネクタです。

電源側 配線接続

遮断弁への配線は必ずバーナコントローラ、燃焼安全制御機器の遮断弁端子より直接配線して下さい。
電源より補助リレー等を介して動作させることは避けてください。
制御回路の電位側，接地側を確認してから使用願います。

電気配線は電気容量に余裕を持った、屋内配線規定に基づいた線材を使用すること。

コネクタ部のネジは必ず締めて下さい。

本体材質： ポリアミド
色 ： 黒

M3
（最大締め付けトルク 0.4Nm）

製品使用例

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）

中圧A供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ－Aシリーズ

ＳＪ００００６７６－２６／３０
2010.04.09



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

アクチェータの交換・バルブボディへの取付

ｱｸﾁｪｰﾀの
ﾊﾞﾙﾌﾞへの取付

取り付け上の注意

◆ガスケットシールジョイントとスペーサーは必ず両方の部品を組み付けて下さい。

◆本部品以外のガスケットやパッキン、シール剤は絶対使用しないで下さい。

◆アクチェータをバルブボディから外した状態で絶対に通電しないで下さい。

（アクチェータが決められたストロークを超えた場合、リード線の内部断線やオイルシールの破損につながり、
使用が出来なくなります。

１ のスペーサーをバルブボディのステム（軸）部に被せる様にセットし、

２ のガスケットシールジョイントの溝の部分がアクチェータ側に向くようセットし、取り付けて下さい。

アクチェータをバルブボディに取付けるビス及びワッシャはアクチェータに取り付けられております。

アクチェータをバルブボディに取付ける際にアクチェータのロッドとバルブステム（Ａ部）が触れる場合が
あります。その際にはアクチェータ上部をバルブに対して押し下げる事によりアクチェータのロッドは内部に
移動しますので、その後ビスによりアクチェータを固定して下さい。

アクチェータのピストンが完全に上昇している場合、バルブステムとロッドの間には約２ｍｍの隙間が発生
しますが、一度アクチェータを通電する事により、このクリアランスは無くなります。

閉確認スイッチの調整は出来ません。

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）
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製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

導圧管アダプタ（オプション）

導圧管ｱﾀﾞﾌﾟﾀ
（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）
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製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

サーモスタット付ヒータ（オプション）

ｻｰﾓｽﾀｯﾄ付ﾋｰﾀ
（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

寒冷地仕様ヒータ

《型式：AGA６３サーモスタット付きヒータ》

極寒地にて周囲温度が氷点下まで低下した場合、アクチェータ起動時には駆動油の粘度が増加
し、通常よりも開時間が長くかかり、安全時間内に着火が出来なくなることがありました。

サーモスタット付ヒータは一定温度以下になったときに内部の駆動油を常温程度まで温め、極寒
時の着火を容易にする効果があります。

サーモスタットが内蔵されている為一定の温度以上では作動せず、安全の確保と省エネ設計に
なっております。

取り付けはテンションスプリンで容易な固定になります。

ＶＧＵ３５Ａ１５ （ガバナ制御機能付）
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製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

取扱注意事項

取扱注意事項

１．本機器は燃焼安全上の重要保安部品です。必要な所以外は本品を分解しないでください。
分解をした製品は絶対に再使用しないでください。

２．バルブを使用する配管中のガスが仕様に適合していること。
３．遮断弁本体の上部に液体がかかる可能性のある場所には設置しないこと。
４．配管中のガス圧力が仕様書の圧力範囲内であること。
５．遮断弁を配管に取り付ける際は必ず上流配管内の異物を除去するパージを実施すること。
６．バルブ・ボディ内部にはメッシュプレートが装備されていますが，上流側には必ずガスフィルター（ストレーナ）
を装備願います。

７．取付場所は－１０～＋６０℃の温度範囲内であること。
８．電気配線は、電気容量に余裕をもった、屋内配線規定に基づいた線材を使用すること。
電気配線に使用する線材は外的要因により絶縁が破損破壊されるおそれのないものを使用すること。

９．配線コネクタは電源用（黒色）、閉確認スイッチ用（灰色）で、形状も異なり、取り付けは出来ません。
取付コネクタを無理に取付ないこと。

１０．操作電源の高電位側と接地側をバーナ・コントローラと正しく接続すること。
補助リレーの接点を介して直接電源より使用する事は絶対に行わないこと。
アクチェータの消費電力（ＶＡ）と燃焼安全装置の接点容量を確認すること。
燃焼安全装置の選定に際しては認定合格品の使用を推奨します。
燃焼安全装置の電源接続に際しては，電源相と接地相を必ず確認すること。

１１．作業時は必ず電源をＯＦＦにする。安全回路をバイパスしてバルブには通電しないこと。
１２．電気配線作業やその他の作業で実際にガスを必要としない作業をする時は、必ずガスの元コックを
閉じてから作業すること。

１３．アクチェータはバルブボディより外して通電しないこと。（破損、油漏れの原因となります。）
１４．全閉確認リミット・スイッチは、運転前に元コックを閉とし、全閉の位置を正確に確認しているかをチェック
すること。

１５．バルブ・ボディの配管接続口メクラカバーは配管作業をするまで外さないこと。
バルブボディのパイロット配管接続口やガス圧力スイッチ取付口で使用していない接続口のメクラネジに
緩みがないこと。
バルブ・ボディには，いくつかの圧力検知タップが設けて有ります。使用前に必ず各タップの増し閉めを
行うこと。

１６．バルブボディに示してあるガスの流れ方向が実際のガスの流れ方向と同一であること。
１７．ＳＫＪ７５、３５、２５のガス導圧管は必ずバーナコックの下流側へ接続すること。
１８．ＳＫＪ７５、３５、２５のガス導圧管は、必ず金属製の配管材料を使用すること。

ＳＫＪ７５で炉内圧力の配管を使用する場合は，炉内の結露が配管内に進入しない経路で配管すること。

１９．バルブボディ内のシール剤の流入がないこと。
２０．附属のガス圧高スイッチは必ずバーナコックの下流側へ接続すること。
２１．バルブ配管のサポートが充分であること。
２２．定期的に弁の通り抜け及び外部漏れ試験を実施すること。
外部漏れ試験を実施する時には試験器やガス検出器等を用いて行うこと。
検出液を使用する場合には非腐食性のガス漏れ専用の検出液を使用し、使用後は充分に液を

拭きとり、充分に乾燥してから使用を開始すること。
内部にまで浸入しているような場合にはメーカに返却し、動作を確認してもらう事。

２３．検出液を使用する場合には電気部分（コイルを含む）には検出液がかからない様にすること。
アルミを腐食する液体は使用しないこと。

２４．バルブ本体、アクチェータは塗装しないこと。塗料がシール部へ進入し外部漏れの原因になります。
２５．本取り扱い注意事項を必要に応じて抜粋し，燃焼装置の見やすい位置に表示願います。
２６．その他ご不明な点につきましては、御連絡お願い申し上げます。

※記載内容は予告なしに変更させていただく場合がありますので、あらかじめ御了承ください。
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